B-003

	頭の部位について
芥川　龍之介1)、川端　康成1)、山本　晋也2)、太宰　治1)、長嶋　茂雄3)、辰巳　琢郎4)
東京大学1)、日本大学2)、立教大学3)、京都大学4)

	　頭は大きく、『頭蓋（とうがい）』と『顔面（がんめん）』に分けられます。頭の骨、すなわち『頭蓋骨（とうがいこつ）』は、脳を保護する『脳頭蓋（のう－）』と、その他の部分『顔面頭蓋（がんめん－）』とに分けられます。頭蓋という部位は、脳頭蓋の表面にあたり、顔面という部位は顔面頭蓋の表面を指します。


B-004

	頚の部位について
芥川　龍之介1)、川端　康成1)、山本　晋也2)、太宰　治1)、長嶋　茂雄3)、辰巳　琢郎4)
東京大学1)、日本大学2)、立教大学3)、京都大学4)

	　頚は体幹と頭をつなぐ部分です。下顎後縁・両側の下顎角・後頭骨後縁を結ぶ線から尾側で、両側の肩甲骨前縁・肩関節を結ぶ線より頭側の円筒状をしています。頚の横断面を観察すると、背側半分は脊椎と筋肉で占められ、腹側半分の正中を気管・食道が、両側に動脈を伴って通過します。それらを包む様に筋肉が位置し、浅層を静脈が通っています。（外）頚静脈は頚部からの採血ポイントです。
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